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第34回　阿蘇瀬の本高原マラソン大会
8月23日（日）に絶好のマラソン日和の中行われた、第 34回阿蘇瀬の本高原マラソン大会。
今大会は、1,550 人のランナーが参加し、高原を走りぬけました。
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　昨年９月23日に世界ジオパークネットワーク認定を受け、１周年を迎える阿蘇グローバルジオパー
ク。これを記念すると同時に地域の皆さんへの感謝を込め、９月５日（土）～９月 27日（日）をジオパー
クマンス（月間）と位置付け、阿蘇ジオパークフェスタが開催されます。ジオパークエリアの阿蘇地
域８市町村で、阿蘇火山が綴る壮大なストーリーとダイナミックな地球の活動を体感するさまざまな
「ジオ！」なアクティビティが行われます。

＜町内で開催されるアクティビティ＞
○黒川温泉・すずめ地獄・清流の森ウォーキング

日 時 ９月１２・１３・１５・１６・１９・２０・２１・２６・２７日
午前１０時３０分～午後１時

集 合 場 所 黒川温泉　べっちん館前広場　【受付】午前１０時

内 容
「すずめ地獄」をメインに、筑後川源流が流れる「清流の森」、そして阿蘇北外輪山

と中央火口丘を一望できる「恋人たちの丘」をめぐるコースをウォーキングします。
黒川温泉街では、「黒川温泉　湯るっとクーポン」と人気旅館の露天風呂が楽しめ
る入浴券を片手に湯めぐりを楽しんでいただきます。

参 加 料 大人：２，５００円　小学生まで：１，５００円　　（保険加入料金込）
問 い 合 わ せ 小国郷ガイドクラブ　☎０９０（５９２３）４９１８（北里竜紀）
そ の 他 ２日前までの要事前予約・小雨決行。催行人数４人～６０人

○押戸石の丘３周年＆世界ジオパーク認定１周年記念祭
日 時 前夜祭：９月２１日（月・祝）午後５時～

記念祭：９月２２日（火・祝）午前１０時～午後４時３０分
場 所 押戸石の丘ジオサイト

内 容
【前夜祭】星空バーベキュー
【記念祭】ステージイベント（フォトコンテスト発表、コスプレショー、ジオパー

ククイズ、音楽ステージ　など）／出店／ストライダー、ホーストレッキングなど
の体験イベント／映画「進撃の巨人」ＰＲブース

問 い 合 わ せ 南小国町役場　まちづくり課　☎（４２）１１１２

そ の 他 押戸石は現在公開中の映画「進撃の巨人」のロケ地になっており、今フェスタにあ
わせてＰＲブースが開かれます。

※その他市町村でのアクティビティはホームページ 阿蘇ジオパークフェスタ 検索 をご覧ください。

　最終日の９月 27 日（日）には、メインイベントとして、阿蘇市の阿蘇草原保全活動センターにて、阿蘇草原に親

しみながら、火山の恵み・食の饗宴が催されます。

　阿蘇ジオパークブランド認定品や阿蘇中央高校の学生プロデュース弁当、また九州７地域のジオ
パークからおいしいジオの恵みが大集結。指令書の謎を紐解くジュニアジ
オ探検、火山灰粘土を使用したクリエイティブなGeo すけっちプログラム
や阿蘇のゆるキャラたちと一緒にジオパーク〇×クイズなど、子どもたち
が楽しめるプログラムも満載です。大人のジオ旅・九州ジオパーク探訪お
楽しみ大抽選会も開催されます。阿蘇ジオパークをさらに知ることができ
る、阿蘇ジオパークフェスタをぜひお楽しみください。その他、市町村で
のアクティビティについてはホームページをご覧ください。

世界ジオパーク認定１周年記念

「阿蘇ジオパークフェスタ」開催！
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　町では、８月 28 日から方書を住所の一部として表示しています。『方書』とは、アパートや集合
住宅などの建物名や部屋番号のことです。

　表示が番地のみの場合、アパートなどでは、同じ地番に複数の世帯が存在することから、地番の表
示だけでは郵便物などが正確にお届けできないなどの問題が生じることがあります。
　また、来月 10 月５日にスタートする社会保障・税番号制度では、個人番号（マイナンバー）の通
知カードが住民票の住所に送付されます。この通知カードが確実に本人に届くように正確な住所を表
示する必要があります。
　このような場合に備え、より正確な住所とするために方書を住所の一部として表示することになり
ました。
　方書の登録をしていない場合は、平成 27 年８月 28 日以降も方書は表示されません。方書の登録
または変更は、町民課窓口で手続きを行ってください。
　また、今後は同じ集合住宅などの部屋を移られた場合にも「転居」の届出が必要になります。

方書の表示例

　【 現　行 】
　　熊本県阿蘇郡南小国町大字赤馬場○○○番地

　【 変更後 】
　　熊本県阿蘇郡南小国町大字赤馬場○○○番地　△△団地××号

方書表示の対象となる人
　・８月 28 日以降に転入や転居する世帯で、方書の届出をする世帯
　・現在、南小国町に住民登録があり、すでに方書の届出をしている世帯（※）

方書の登録や変更の届出者
　・世帯主または同一世帯の人

持参するもの
　・印鑑
　・本人確認書類

（運転免許証やパスポートなど、公的機関が発行した顔写真付き書類の場合は１点で可。それ以
外の書類（健康保険証や年金手帳、介護保険証など）の場合は２点必要）

住民基本台帳カード（顔写真付）・在留カードをお持ちの人へ

　現在お持ちのカードには方書が記載されていません。住基カードまたは在留カードをご持参のうえ、
町民課窓口へお越しください。

（※）　町営住宅などの入居者、一部の民間賃貸住宅入居者で調査票を返送された世帯については、
すでに登録されていますので、届出は不要です。

　住民票に『方
かたがき

書』が表示されるようになりました
【問い合わせ】　町民課戸籍住民係　

☎４２－１１１３　
（内線２０１，２０２）
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８
０
２
０
達
成
者
の
ご
紹
介
！

　

平
成
27
年
５
月
18
日
～
29
日
ま
で
の

期
間
に
満
80
歳
以
上
で
20
本
以
上
歯
が

あ
る
人
を
対
象
に
「
高
齢
者
の
良
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、６
人
が
８
０
２
０
を
達
成

し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
最
優
秀
賞

　

井　

久
米
男
さ
ん（
80
）

◆
入
賞

　

河
津　

哲
郎
さ
ん（
80
）

　

北　
　

則
夫
さ
ん（
85
）

　

佐
渡　

信
俊
さ
ん（
80
）

　

高
野　

ヨ
キ
さ
ん（
80
）

　

鶴
田　

豊
美
さ
ん（
80
）

　　

最
近
で
は
「
口
の
健
康
は
全
身
の
健

康
の
源
」
と
言
わ
れ
、
口
の
中
が
健
康

に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

①
食
後
に
歯
磨
き
を
行
う

②
お
や
つ
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意
す
る

③
定
期
的
に
歯
科
医
院
を
受
診
す
る

④
希
望
者
は
フ
ッ
素
を
活
用
す
る　

　

な
ど
に
気
を
つ
け
て
、
自
分
自
身
で

歯
の
健
康
を
守
り
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

歯
は
一
度
生
え
変
わ
る
と
、
再
び
生

え
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乳
幼

児
期
か
ら
む
し
歯
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
年
を
重
ね
て
か
ら
も
自
分
の
歯

で
美
味
し
く
食
事
を
摂
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
と

歯
の
健
康
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
広
場
ス
マ
イ
ル
参
加
者
募
集

　

今
回
は
、「
身
体
測
定
」
と
「
骨
盤

体
操
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
骨
盤
体

操
は
、
講
師
と
し
て
後
藤
美
穂
さ
ん
を

お
招
き
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
体

（
骨
盤
）
は
ゆ
が
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん

な
体
の
ゆ
が
み
や
筋
肉
の
張
り
を
ス
ト

レ
ッ
チ
と
呼
吸
法
な
ど
を
行
い
、
筋
肉

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ほ
ぐ
す
こ
と
で
、

体
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
緒
に
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
開
催
日
時

　

10
月
13
日（
火
）
午
前
10
時
～

◆
参
加
対
象
者

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん

◆
参
加
費
用

　

無
料

◆
持
参
品

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
今
回
は
10
組
限
定
の
た
め
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
親
子
は
、
10
月
５
日

（
月
）
ま
で
に
保
健
師
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
。

流
行
性
角か

く
け
つ
ま
く
え
ん

結
膜
炎
（
は
や
り
目
）
が

急
増
し
て
い
ま
す

　

７
月
上
旬
以
降
、
流
行
性
角
結
膜
炎

の
患
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
特
に
熊

本
市
が
警
報
レ
ベ
ル
を

超
え
て
い
る
他
、
患
者

報
告
数
は
全
国
よ
り
６

倍
多
い
報
告
数
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

流
行
性
角
結
膜
炎
は
、

あ
る
特
定
の
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
そ
の
感
染
経

路
と
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
の
付
い
た
手

で
目
を
触
る
こ
と
で
感
染
（
接
触
感

染
）
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染

力
が
強
く
、
感
染
し
た
人
の
使
用
し
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
タ
オ
ル
、
洗

面
器
な
ど
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
広
が
り
ま

す
。

　

夏
を
中
心
に
発
生
が
多
く
、
年
齢
で

は
１
歳
～
５
歳
を
中
心
と
す
る
小
児
に

多
い
で
す
が
、
成
人
も
含
み
、
幅
広
い

年
齢
層
に
見
ら
れ
ま
す
。

◆
症
状

　

白
目
の
部
分
が
赤
く
な
る
、
涙
が
多

く
出
る
、
眼
脂
（
目
や
に
）
が
出
る
、

ま
ぶ
た
が
腫
れ
る　

な
ど

　

両
目
に
症
状
が
出
る
場
合
が
多
い
で

す
が
、片
方
だ
け
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
は
症
状
が
重
症
化
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
症
状
の
見
ら
れ
る
場
合

に
は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
予
防

①
よ
く
手
を
洗
う

②
目
を
拭
く
と
き
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
使
い
捨

て
の
も
の
を
使
う

③
タ
オ
ル
な
ど
は
家
族
と
別
の
も
の
を

使
う

④
感
染
し
た
人
は
、
最
後
に
お
風
呂
に

入
る
よ
う
に
す
る

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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町
税
Ｑ
＆
Ａ

～
年
金
か
ら
の
町
県
民
税
引
き
落
と
し
編
～

Ｑ　

年
金
か
ら
町
県
民
税
が
引
き
落
と

さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
何
歳
か
ら

対
象
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
年
金

受
給
者
で
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る

町
県
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
引
き
落
と
し
開
始
後
、
町

外
へ
の
転
出
、
税
額
の
変
更
、
年
金
の

支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、

引
き
落
と
し
が
中
止
と
な
り
、
普
通
徴

収
（
納
付
書
に
よ
り
役
場
や
金
融
機
関

な
ど
で
納
め
る
方
法
）
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

引
き
落
と
し
の
対
象
と
な
る
年
金

と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
60
年
以

前
の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、 退
職
年
金

な
ど
を
言
い
ま
す
。
障
害
者
年
金
お
よ
び

遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
年
金
か
ら
は

町
県
民
税
の
引
き
落
と
し
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○「
領
収
証
」な
ど
に
係
る
印
紙
税
の
非

課
税
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」

に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
た
受
取
金
額

が
３
万
円
未
満
の
も
の
が
非
課
税
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
１

日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
受
取
金
額
が
５
万
円
未
満
の
も
の

に
つ
い
て
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」

と
は
、
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
を
受
領

し
た
人
が
、
そ
の
受
領
事
実
を
証
明
す

る
た
め
に
作
成
し
、
相
手
方
に
交
付
す

る
証
拠
証
書
を
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、「
領
収
証
」、「
領
収
書
」、「
受
取
書
」

や
「
レ
シ
ー
ト
」、
金
銭
ま
た
は
有
価

証
券
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に

請
求
書
や
納
品
書
な
ど
に「
代
済
」、「
相

済
」、「
了
」
な
ど
と
記
入
し
た
も
の
、

そ
の
作
成
の
目
的
が
金
銭
ま
た
は
有
価

証
券
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に

作
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
金
銭

ま
た
は
有
価
証
券
の
受
取
書
に
該
当
し

ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
過
去
10

年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で

す
（
本
来
、
国
民
年
金
保
険
料
は
2
年

を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）。
こ
の
制
度
を

利
用
す
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
今
年
の

9
月
30
日
で
終
了
し
ま
す
。
終
了
後
、

10
月
1
日
か
ら
3
年
間
に
限
り
、
過
去

5
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
5
年

の
後
納
制
度
」
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

10
年
の
後
納
制
度
よ
り
も
納
付
で
き
る

期
間
が
短
く
、
保
険
料
の
加
算
額
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
厚
生
年
金
保
険
の
資
格
を
喪
失
さ
れ

た
人

　

離
職
さ
れ
て
厚
生
年
金
保
険
の
資
格

を
喪
失
さ
れ
た
人
は
、
離
職
票
を
役
場

戸
籍
住
民
係
に
お
持
ち
に
な
り
、
厚
生

年
金
被
保
険
者
（
国
民
年
金
第
2
号
被

保
険
者
）
で
あ
っ
た
人
は
、
国
民
年
金

第
1
号
被
保
険
者
の
資
格
取
得
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
配
偶
者
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
国
民

年
金
第
3
号
被
保
険
者
資
格
か
ら
国
民

年
金
第
1
号
被
保
険
者
資
格
へ
の
種
別

変
更
の
届
け
出
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
を
し
な
い
で
放
置
す
る
と
、

無
資
格
の
期
間
が
発
生
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳

な
ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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９
月
11
日
は

　
　
「
警
察
相
談
の
日
」
で
す

　
　

※
緊
急
の
事
件
・
事
故
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
１
１
０
番
』へ

　

９
月
９
日
は　
【
救
急
の
日
】

　
「
救
急
の
日
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に

救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
対
し
て
、
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識

を
高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
も
し
も
の
時
の
た

め
の
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
で
す
。

①
声
を
掛
け
、
反
応
（
意
識
）
を
確
認

す
る
。

　
【
意
識
の
確
認
】

　

　
【
助
け
を
呼
ぶ
】

※
反
応
が
無
い
、
も
し
く
は
異
変
を
感

じ
た
ら
す
ぐ
に
１
１
９
通
報
を
し
、

助
け
を
呼
び
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
近
く

に
あ
れ
ば
周
り
の
人
に
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

②
胸
と
お
腹
を

見
て
呼
吸
の

有
無
を
確
認

す
る
。

③
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を

す
る
。

　

胸
の
真
ん
中
を
成
人
は
５
セ
ン
チ
以

上
、
小
児
は
胸
の
厚
さ
の
３
分
の
１
の

深
さ
で
押
す
。
回
数
は
共
に
30
回
で
、

１
分
間
に
１
０
０
回
以
上
の
リ
ズ
ム
で

押
す
。

　

応
急
手
当
講
習
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
や
、ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

北
部
分
署
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

相談窓口（電話） 相談内容 電話番号

警察安全相談室 警察に対する各種相談 096-383-9110
＃9110（プッシュ回線）

熊本県警ＨＰ
｢けんけいメールボックス｣

警察に対する電子メー
ルでの各種相談

熊本県警ＨＰのメール
用フォームから送信

振り込め詐欺相談
ホットライン

振り込め詐欺の相談な
ど 096-381-2567

肥後っ子テレホン
少年に関する悩み事な
どの相談（肥後っ子サ
ポートセンター）

096-384-4976

悪質商法110番 悪質商法・廃棄物に関す
る情報・相談 096-385-1110

暴力追放相談電話 暴力団が関係する事件・
トラブルに関する相談 096-384-0110

レディース110番 性犯罪被害者の悩み・相
談

0120-8343-81
096-384-1254

（携帯電話の方）

拳銃、覚醒剤相談電話 拳銃・覚せい剤に関する
情報・相談 096-384-4444

極左110番 極左暴力集団（過激派）
に関する情報・相談 096-384-8110

運転免許・運転免許
試験関係案内

免許関係手続、講習、試
験の案内等

096-233-0110（免許課）
096-233-0116（試験課）

犯罪被害者支援室 犯罪被害者支援に関す
る相談 096-381-0110

警察では、事件・
事故に関する相
談、その他皆さん
の安全な生活に
関する相談を受
け付けています。
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　

小
国
公
立
病
院
の
総
合
受
付
ス
タ
ッ
フ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
受
付
ス
タ
ッ
フ
は
、
ニ
チ
イ
学
館
の
派
遣
社
員

で
す
が
、
全
員
が
小
国
町
・
南
小
国
町
出
身
で
す
。

　

主
な
仕
事
は
、
初
診
・
再
診
外
来
受
付
の
対
応
・
外

来
診
療
の
会
計
・
診
療
報
酬
（
レ
セ
プ
ト
）
の
請
求
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

外
来
受
付
は
、
病
院

玄
関
か
ら
入
っ
て
こ
ら

れ
た
患
者
さ
ん
が
最
初

に
顔
を
合
わ
せ
る
職
員

な
の
で
、
公
立
病
院
の

顔
と
し
て
、
い
つ
も
笑

顔
を
心
掛
け
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
受

診
さ
れ
る
患
者
さ
ん

が
、
ス
ム
ー
ズ
に
、
快

く
診
療
を
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

診
療
報
酬
の
業
務
は
、
月
の
始
め
に
医
療
費
の
７
割

か
９
割
（
患
者
さ
ん
が
支
払
う
の
は
３
割
か
１
割
）
を

保
険
組
合
に
請
求
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
（
レ
セ
プ

ト
）
を
作
成
し
請
求
す
る
ま
で
の
一
連
の
業
務
で
す
。

　

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
総
合
受
付
の
方
に
お

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
老
健
の
夏
ま
つ
り
が

８
月
９
日（
日
）
に
、
老
健
の
施
設
内
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
利
用

者
の
皆
さ
ん
と
ご
家
族
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夕
方
よ
り
、
夏
ま
つ
り
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
職
員
手

作
り
の
焼
き
鳥
・
た
こ
焼
き
・
や
き
そ
ば
・
ポ
テ
ト

な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
慰
問
で
来

て
い
た
だ
い
た
「
カ
・
パ
・
フ
ラ
・
オ
・
カ
・
レ

イ
・
モ
キ
ハ
ナ
」
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
の
華
や
か
な

踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
人
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
子
ど
も
た
ち
も

お
り
、踊
り
と
も
に
涼
し
さ
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
村
電
気
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
、
手
品
も
あ

り
楽
し
く
穏
や
か
な
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
・
家
族
と
共
に
行
わ
れ
た
ゲ
ー
ム
も
あ
り

一
生
懸
命
に
競
い
合
い
久
し
ぶ
り
の
家
族
と
の
ふ
れ

あ
い
が
で
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
抽
選
会
も
行

わ
れ
皆
さ
ん
次
々
と
商
品
を
ゲ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
は
夜
空
に
上
が
っ
た
花
火
を
見
上
げ
、
夏
ま

つ
り
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
夏
の
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
国
公
立
病
院　

総
合
受
付
紹
介

お
ぐ
に
老
人
保
険
施
設　

夏
ま
つ
り
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８
月
６
日（
木
）
か
ら
７
日（
金
）
ま
で
、
町
と
都
市
農
村
交
流
を
続
け
る
熊
本
市

楠
の
楠
キ
ッ
ズ
善
行
隊
が
町
内
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
１
日
目
の
活
動
を
「
き
よ
ら
の
郷
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
」
と
の
合
同
活
動

と
し
て
実
施
し
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
楠
キ
ッ
ズ
善
行

隊
の
14
人
と
、
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
34
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
午
前
中
工

作
や
昼
食
の
カ
レ
ー
作
り
な
ど
を
共
同
で
行
い
、
午
後
は
川
遊
び
や
ス
イ
カ
割
り
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

夜
は
、【
き
よ
ら
亭
う
ど
ん
】
こ
と
、
坂
本
大だ

い
き樹
さ
ん（
鬼
山
上
）
に
よ
る
寄
席
や

天
体
観
測
、
花
火
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寄
席
で
は
、
落
語
を
始
め
て
最
初
に
覚

え
た
と
い
う
噺（
は
な
し
）
を
含
め
、
３
席
が
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
声
を

あ
げ
て
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
５
日（
日
）
に
中
部
・
北
部
地
区
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
、
阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭

が
開
催
さ
れ（
陸
上
競
技
は
７
月
12
日
）、

本
町
の
選
手
・
監
督
合
わ
せ
て
約
70
人
が

各
会
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

弓
道
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル（
女
子
）
団
体
で

は
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
、
９
月
12
日（
土
）

13
日（
日
）
に
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
る
熊
本

県
民
体
育
祭
に
出
場
予
定
で
す
。
ご
健
闘

を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
結
果
】

・
陸
上
男
子
40
歳
～
49
歳　

１
５
０
０

　

メ
ー
ト
ル

　

準
優
勝　

日
野　

束
穂

・
陸
上
男
子
40
歳
～
49
歳　

砲
丸
投
げ

　

準
優
勝　

城
戸　

敬
則

・
弓
道
個
人

　

準
優
勝　

河
津　

正
純

・
卓
球（
団
体
）
３
位　

・
卓
球（
個
人
）
３
位　

芹
口　

真
由
美

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
男
子（
団
体
）
３
位　

川遊びをする楠と南小国の子どもたち

熱心に噺を聞く楠キッズ

楠キッズ善行隊～南小国キャンプ～

第
69
回 

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭
開
催

弓道競技

卓球個人
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歯のコンクール　受賞！

高齢者、
防犯ボランティア等
防犯講習会

阿蘇郡市体育協会
　　功労者表彰受賞！

　

平
成
27
年
度
「
高
齢
者
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
実
施
さ
れ
、
井い

　

久く

め

お
米
男
さ
ん（
瀬
の
本
）
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀

賞
は
阿
蘇
郡
内
で
１
人
の
方
に
贈
ら

れ
、
今
後
は
郡
内
の
代
表
と
し
て
、

県
大
会
に
選
出
さ
れ
る
予
定
と
の
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
で
８
０
２
０（
80
歳

以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ

る
）
を
達
成
し
、
５
人
も
入
賞
さ
れ

る
な
ど
、
日
頃
の
歯
に
関
す
る
意
識

と
取
り
組
み
に
よ
り
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

※
入
賞
者
は
保
健
師
だ
よ
り（
３

ペ
ー
ジ
）で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
体
育
協
会
の
役
員
と

し
て
10
年
以
上
在
職
し
、
運
営

と
活
動
に
特
に
功
労
が
あ
っ
た

人
に
贈
ら
れ
る
阿
蘇
郡
市
体
育

協
会
功
労
者
表
彰
を
、
佐さ

え
き伯

千ち

づ

こ

鶴
子
さ
ん（
上
町
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
伯
さ
ん
は
、
平
成
17
年
か

ら
南
小
国
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
事
務
局
を
担
当
さ
れ
て
お

り
、
協
会
の
円
滑
な
る
運
営
の

た
め
尽
力
さ
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

７
月
10
日（
金
）
に
熊
本
県
主

催
の
高
齢
者
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
講
習
会
が
阿
蘇
地
域
振
興
局

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
を
熊
本
県
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
、

本
町
の
き
よ
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
隊

員
数
43
人
）隊
長
、松
本
學
さ
ん

（
杉
田
上
）と
副
隊
長
の
北
里
紘
一

さ
ん（
荒
倉
）が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
習
で
は
、
き
よ
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
の
発
足
か
ら
現
在

の
活
動
内
容
や
隊
の
特

徴
と
し
て
日
誌
を
毎
回

欠
か
さ
ず
に
書
い
て
い

る
な
ど
の
お
話
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
良

い
話
で
参
考
に
な
っ

た
」
や
「
有
意
義
な
講

習
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

松本學さん（左）北里紘一さん（右）

受賞された井久米男さん

受賞された佐伯千鶴子さん
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①
【
オ
ー
ル
３
班
夏
祭
り
】

　

８
月
８
日（
土
）

に
オ
ー
ル
３
班
夏

祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
お
そ
ろ

い
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

を
着
た
メ
ン
バ
ー

約
20
人
が
焼
き
そ

ば
や
カ
キ
氷
な
ど

11
店
の
バ
ザ
ー
を

開
き
ま
し
た
。

②
【
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
】

　

８
月
13
日（
木
）

に
町
の
風
物
詩
で

あ
る
ふ
る
さ
と
花

火
大
会
が
開
催
さ

れ
、
約
９
０
０
発

の
花
火
が
杉
田
河

川
堤
防
よ
り
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

③
【
馬
場
夏
祭
り
】

　

８
月
15
日（
土
）

に
第
21
回
馬
場
夏

祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
近
隣
住

民
ら
が
集
ま
り
、

町
内
出
身
者
で
構

成
さ
れ
る
バ
ン
ド

の
演
奏
や
、
出
し

物
で
会
場
は
賑
わ

い
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

④
【
田
の
原
盆
踊
り
】

　

８
月
15
日（
土
）

に
田
の
原
で
「
田

の
原
盆
踊
り
」
の

総
踊
り
が
あ
り
ま

し
た
。
地
区
の
人

や
帰
省
し
た
人
た

ち
が
輪
に
な
り
、

「
口
説
き
」
と
呼

ば
れ
る
唄
に
あ
わ

せ
て
手
踊
り
と
棒

踊
り
の
７
曲
を
踊

り
ま
し
た
。

大
観
峯
霧
に
消
え
ゆ
く
車
か
な　
　
　
　
　
　

河
津　

靑
山

山
畑
に
夏
帽
二
つ
う
ご
き
け
り　
　
　
　
　
　

日
隈　

白
龍

霧
深
き
終
戦
記
念
日
阿
蘇
に
生
く　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

雑
草
に
転
が
る
南
瓜
二
つ
か
な　
　
　
　
　
　

日
隈
湯
風
呂

郭
公
に
板
書
を
止
め
る
教
師
か
な　
　
　
　
　

上
島　

敬
次

人
去
り
て
墓
所
の
角
な
る
苧
殻
か
な　
　
　
　

本
田　

高
幹

嘆
く
ご
と
山
鳩
の
鳴
く
原
爆
忌　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

カ
ル
デ
ラ
の
霧
に
黄
菅
の
見
え
隠
れ　
　
　
　

北
里　

典
子

夏
祭
り
男
料
理
と
観
音
堂　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

迫
田
中
水
神
祭
添
水
鳴
る　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

花
を
挿
す
幼
き
孫
等
墓
参
り　
　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

●
町
内
各
地
で
行
わ
れ
た
夏
祭
り
●
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部
活
動
の
頑
張
り

　

７
月
18
日
・
19
日
に
開

催
さ
れ
た
通
信
陸
上
熊

本
県
大
会
に
、本
校
の
陸

上
部
が
出
場
し
、佐
藤
映

斗
君
が
３
０
０
ｍ
８
位

入
賞
、佐
竹
竜
昌
君
が
、

１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ

で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
・
26
日
に
は
、熊
本
県
中
体

連
が
開
催
さ
れ
、野
球
部
、バ
レ
ー
部
、

卓
球
部
が
出
場
し
ま
し
た
。暑
い
中
熱

戦
の
末
、卓
球
部
大
塚
亮
君
が
、ベ
ス
ト

８
に
入
り
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、吹
奏
楽

部
に
よ
る
一
生
懸
命
で

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、８
月
９
日
に
は
、

阿
蘇
郡
市
中
高
６
校
合

同
で
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
場
し
、

迫
力
の
あ
る
演
奏
を
聴

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

  

小
国
高
校
寺
子
屋
の
開
催

　

８
月
20
日
管
理
セ
ン
タ
ー
で
小
国
高

生
が
中
学
２
、３
年
生
に
勉
強
を
指
導

す
る
小
国
高
校
寺
子
屋
を
開
催
し
ま
し

た
。
中
高
一
貫
の
取
り
組
み
で
、
課
題

プ
リ
ン
ト
な
ど
に
取
り
組
む
中
学
生
の

質
問
に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
先
輩
が
優
し
く
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
て
分
か
ら
な
か
っ
た
問

題
を
理
解
し
な
が
ら
解
く
こ
と
が
で
き

嬉
し
か
っ
た
で
す
」「
先
輩
と
い
う
こ
と

で
、
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
生

徒
の
感
想
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
指
導
し
て
く
れ
た
小
国
高
校
の
生

徒
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

７
月
22
日（
水
）
～
７
月
24
日（
金
）

ま
で
の
３
日
間
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

あ
り
ま
し
た
。
２
年
生
55
人
が
37
事
業

所
に
分
か
れ
て
、
社
会
人
と
し
て
の
心

得
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
大
変
さ
、
や

り
が
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
３
日
間

の
実
習
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
生

徒
た
ち
の
中
に

は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
後
に
表

情
が
変
わ
り
、

逞
し
く
な
っ
た

生
徒
も
い
ま
し

た
。
各
事
業
所

の
皆
さ
ん
に
は

ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ト
イ
レ
清
掃

　

８
月
４
日（
火
）
夏
季
休
業
中
の
登

校
日
に
、
ト
イ
レ
掃
除
実
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
素
手
で
便
器
を
磨
き
、
心
も

磨
く
と
い
う
取
り
組
み
で
、生
徒
は「
謙

虚
、気
づ
く
、感
動
、感
謝
、心
を
磨
く
」

と
い
う
五
得
を

学
び
、
掃
除
を

行
っ
た
後
は
皆

す
が
す
が
し
い

表
情
で
達
成
感

を
感
じ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

小
国
高
校
体
験
入
学

　

８
月
５
日（
水
）
中
学
生
の
体
験
入

学
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学
生
は
体
育
館

に
集
合
し
た
後
、
国
語
・
社
会
・
数
学
・

理
科
・
英
語
の
各
教
科
に
分
か
れ
て
、

高
校
で
学
習
す
る
雰
囲
気
を
体
験
し
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
再
び
体
育
館
に
集

ま
り
、
学
校
か
ら
の
話
や
、
小
国
中
学

校
・
南
小
国
中
学
校
出
身
生
徒
に
よ
る

本
校
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
中
学

生
た
ち
は
、
真
剣

に
話
を
聴
き
、
高

校
生
活
に
対
す
る

期
待
を
感
じ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

理科の実験の様子

仕事を体験！

一生懸命掃除をする

100m、1レーン佐竹君

マーチングフェスティバルで披露した ASOの人文字
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８
月
２
日（
日
）南
阿
蘇
村
の

長
陽
中
学
校
体
育
館
で
第
31
回

阿
蘇
郡
市
人
権
同
和
教
育
研
究

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
か
ら
も
95
人
の
参
加
が
あ

り
、
暑
い
中
熱
心
に
話
し
合
い

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
行
事

の
後
、
奈
良
人
権
部
落
解
放
研

究
所
理
事
長
の
寺
澤
亮
一
さ
ん

が
「
部
落
問
題
の
人
権
教
育
・

啓
発
を
～
同
対
審
答
申
50
周
年

と
水
平
社
宣
言
の
今
日
的
意
義

～
」
と
い
う
演
題
で
基
調
講
演

を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

人
権
啓
発
の
上
で
参
考
に
な
っ

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

○
今
後
、
差
別
意
識
の
解
消
を

図
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
同
和
教
育
や
啓
発
活
動
の

中
で
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成

果
と
こ
れ
ま
で
の
手
法
へ
の
評

価
を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の
人
の

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
て
い
く

た
め
の
人
権
教
育
、
人
権
啓
発

と
し
て
発
展
的
に
再
構
築
す
べ

き
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中

で
、
同
和
問
題
を
人
権
問
題
の

重
要
な
柱
と
し
て
捉
え
、
こ
の

問
題
に
固
有
の
経
緯
な
ど
を
十

分
に
認
識
し
つ
つ
、
国
際
的
な

潮
流
と
そ
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
て
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で

あ
る
。

○
同
和
問
題
に
対
す
る
保
護
者

の
認
識
や
願
い
、
部
落
差
別
の

現
実
や
地
域
の
実
態
を
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
学
校
の
指
導
計
画

の
改
善
・
充
実
を
図
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ

の
場
合
、
特
に
次
の
点
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

①
児
童
生
徒
の
も
つ
偏
見
や
差

別
は
、
保
護
者
や
家
族
か
ら
の

影
響
が
大
き
い
こ
と
に
留
意

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
と
も
連

携
し
、
保
護
者
や
家
族
に
対
す

る
同
和
問
題
の
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
啓
発
活
動
を
重

視
す
る
こ
と
。

②
保
護
者
、
地
域
の
人
々
の
中

に
は
、
地
域
社
会
に
顕
在
ま
た

は
潜
在
す
る
部
落
差
別
を
背
景

と
す
る
差
別
事
象
に
つ
い
て
、

そ
の
解
決
が
自
ら
に
課
せ
ら
れ

た
課
題
だ
と
い
う
認
識
に
乏
し

い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
間
の
尊
厳
性
、
人

権
の
尊
重
に
つ
い
て
の
正
し
い

認
識
や
鈍
い
感
性
が
児
童
生
徒

の
日
常
生
活
の
中
に
定
着
し
て

い
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

し
た
が
っ
て
保
護
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
学
習
を

深
め
る
計
画
を
盛
り
込
む
必
要

が
あ
る
。

　

午
後
か
ら
就
学
前
人
権
同
和

教
育
部
会
、
学
校
人
権
同
和
教

育
部
会
、
社
会
人
権
同
和
教
育

部
会
・
部
落
解
放
部
会
に
分
か

れ
て
分
科
会
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
社
会
人
権
同
和
教
育
部

会
・
部
落
解
放
部
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
最
初
に
「
子
ど
も
会

を
通
じ
て
学
ん
だ
子
ど
も
の
人

権
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
南
阿
蘇

村
議
会
議
員
の
笠
野
さ
ん
が
、

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
「
先

達
が
共
に
作
り
上
げ
た
文
化
を

誇
り
に
両
側
か
ら
超
え
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
部
落
解
放
同

盟
白
水
支
部
の
中
川
さ
ん
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
野
の
さ
ん
の
発
表
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
、
異
年
齢
で
の

団
体
活
動
で
相
手
へ
の
思
い
や

り
の
心
や
生
命
の
尊
さ
を
体
得

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

中
川
さ
ん
の
発
表
か
ら
、
自

分
が
生
ま
れ
た
所
の
先
人
た
ち

が
作
り
上
げ
た
文
化
を
調
べ
誇

り
に
思
う
事
で
、
自
分
自
身
を

誇
り
に
思
う
よ
う
に
な
り
、
人

間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

研
究
会
の
中
で
、
先
月
自
ら

命
を
た
っ
た
岩
手
県
の
中
学
生

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
時
、

腹
が
た
っ
て
し
か
た
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
い
じ
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
生
活
ノ
ー
ト
に
書

い
て
い
た
の
に
ど
う
し
て
助
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
不

思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
が
大
人

の
最
大
の
務
め
だ
と
思
い
ま

す
。
あ
い
さ
つ
な
ど
を
通
し
て

し
っ
か
り
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ

あ
い
、
子
ど
も
の
変
化
に
気
付

け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
気
づ
い
て
よ　

私
か
ら
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
」

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

138

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
差
別
の
な
い
明
る
い
阿
蘇
郡
市
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

寺澤さんによる基調講演
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国
勢
調
査
が
始
ま
り
ま
す
！

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に

住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対

象
と
す
る
、
国
の
最
も
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。
国
内
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
統
計
法
と
い
う
法
律

に
基
づ
い
て
、
５
年
に
一
度
実

施
さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
の
結

果
は
福
祉
施
策
や
生
活
環
境
整

備
、
災
害
対
策
な
ど
、
日
本
の

未
来
を
つ
く
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
計
画

策
定
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

■
調
査
の
期
日　

10
月
１
日

■
調
査
期
間　

９
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　

～
10
月
20
日（
火
）

　

こ
の
期
間
、
各
世
帯
を
調
査

員
が
回
り
ま
す

■
調
査
の
対
象

　

平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、

日
本
国
内
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
（
外
国
人
を
含

む
）
お
よ
び
世
帯

■
調
査
事
項

・
世
帯
員
に
つ
い
て　
「
男
女

の
別
」、「
出
生
の
年
月
日
」、「
就

業
状
態
」
な
ど
13
項
目

・
世
帯
に
つ
い
て　
「
世
帯
員

の
数
」、「
住
居
の
種
類
」、「
住

宅
の
建
て
方
」
な
ど
４
項
目

※
個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護
さ
れ

ま
す
の
で
の
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
「
全
国
一
斉
！

法
律
相
談
所
」
開
設

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
（
相
続
・

遺
言
、
不
動
産
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
人
権
に
関
す
る
事
項
な

ど
）
に
法
務
職
員
、
公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
当
日
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
予
約

の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
４
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　

熊
本
県
地
方
法
務
局

■
予
約
電
話
番
号

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
６

（
熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
）

南
小
国
町
「
湯
め
ぐ
り
周
遊

バ
ス
」
運
行
中
！

　

～
９
月
30
日（
水
）ま
で
町
内

を
、「
湯
め
ぐ
り
周
遊
バ
ス
」

が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
（
千
円
）
を
購
入

す
る
と
、
温
泉
地
を
巡
る
周
遊

バ
ス
と
、
押
戸
石
の
丘
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
が
９
月
30
日
ま
で
乗
り

放
題
。
温
泉
入
浴
券
１
枚
と
、

お
買
い
物
券
５
０
０
円
分
も
付

い
て
い
ま
す
。

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

・
黒
川
温
泉
旅
館
組
合「
風
の
舎
」

・
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

・
物
産
館
き
よ
ら
カ
ァ
サ

・
食
菜
な
か
む
ら

・
志
津
の
宿

・
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
高
橋

・
旅
館　

華
匠
庵

・
旅
館　

藤
も
と

○
お
買
い
物
券
が
使
え
る
お
店

・
黒
川
温
泉
旅
館
組
合「
風
の
舎
」

・
三
愛
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

・
物
産
館
き
よ
ら
カ
ァ
サ

・
食
菜
な
か
む
ら

・
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
高
橋

・
押
戸
石
の
丘

○
バ
ス
に
つ
い
て

・
周
遊
バ
ス　

１
日
６
便

・
押
戸
石
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

１
日
３
便

※
入
浴
券
・
お
買
い
物
券
の
有

効
期
限
は
９
月
30
日（
水
）ま
で

※
入
浴
券
が
使
え
る
温
泉
や
、

時
刻
表
な
ど
は
役
場
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
観
光
協
会

☎（
４
２
）１
４
４
４

定
期
法
律
相
談

　

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
坂
本

仁
郎
さ
ん
に
よ
る
法
律
相
談
で

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

９
月
25
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

役
場　

議
長
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３
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平
成
27
年
度　
第
２
回
危
険

物
取
扱
者
試
験
実
施

　

平
成
27
年
度
第
２
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
日
お
よ
び
願
書
受
付
期

間【
試
験
種
類
】

甲
種
・
乙
種
第
１
類
～
第
６
類
・

丙
種

【
試
験
日
】　

11
月
１
日（
日
）

【
願
書
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請

　

９
月
７
日（
月
）～
17
日（
木
）

・
電
子
申
請

　

９
月
４
日（
金
）～
14
日（
月
）

【
試
験
地
】　

熊
本
市
ほ
か

■
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

　

北
部
分
署
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
支
部

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま

り
ま
す
！

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
？

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
日
本

国
内
の
全
住
民
に
通
知
さ
れ

る
、
12
桁
の
番
号
。

　

住
所
が
変
わ
っ
て
も
原
則
番

号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、生

涯
に
わ
た
っ
て
使
う
重
要
な
も

の
で
す
。

○
何
の
た
め
に
必
要
？

　

次
の
こ
と
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
今
よ
り

便
利
に
暮
ら
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

①
社
会
保
障
関
係
の
手
続
き

②
税
務
関
係
の
手
続
き

③
災
害
対
策
に
関
す
る
事
務

○
い
つ
か
ら
使
え
る
の
？

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
利
用
が

始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
者
へ
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
も
始
ま
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
き
よ
ら
８
月

号
」
と
一
緒
に
配
布
し
た
、「
よ

く
わ
か
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課　

総
務
係

☎（
４
２
）１
１
１
２

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

増
田　

重
久  

様  

香
川
県
琴
平
町

神
谷　

睦
美  

様  

愛
知
県
高
浜
市

野
口　
　

晶  

様  

東
京
都
新
宿
区

西
田　

光
男  

様  

兵
庫
県
宝
塚
市

中
村　

清
哉  

様  

沖
縄
県
西
原
町

梶
本　

京
子  

様  

大
阪
府
大
阪
市

立
石
晴
比
古  

様  

大
阪
府
大
阪
市

松
木
久
味
代  

様  

京
都
府
京
都
市

山
根　

徹
哉  

様  

千
葉
県
船
橋
市

大
石　
　

孝  

様  

千
葉
県
船
橋
市

松
永　

泰
正  

様  

東
京
都
武
蔵
野
市

髙
田　

優
香  

様  

神
奈
川
県
大
和
市

大
山　

茂
治  

様  

兵
庫
県
姫
路
市

石
井　

隆
祐  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

戸
泉　

常
博  

様  

福
岡
県
久
留
米
市

鬼
村　

成
則  

様  

山
口
県
長
門
市

下
脇　
　

悟  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

小
杉　

文
一  

様  

埼
玉
県
川
口
市

宮
田　

陽
子  

様  

千
葉
県
市
川
市

川
村　

宏
大  

様  

熊
本
県
熊
本
市

山
川　
　

淳  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

前
川
晋
一
朗  

様  

静
岡
県
静
岡
市

佐
伯　

啓
輔  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

鈴
木　

誠
哉  

様  

宮
城
県
仙
台
市

服
部　

博
之  

様  

福
岡
県
福
岡
市

幸
地　
　

大  

様  

愛
知
県
岡
崎
市

湊　
　
　

浩  

様  

京
都
府
京
都
市

宮
木　

正
樹  

様  

富
山
県
高
岡
市

尾
畑　

和
秋  

様  

福
岡
県
福
岡
市

山
中　

誠
二  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

光
岡　

明
人  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

三
宅　

宗
雄  

様  

岐
阜
県
海
津
市

伏
見　

孝
信  

様  

静
岡
県
磐
田
市

福
田　

賢
一  

様  

京
都
府
京
都
市

松
本　

克
彦  

様  

大
分
県
大
分
市

田
中　

利
明  

様  

東
京
都
品
川
区

白
石　

隆
男  

様  

福
岡
県
太
宰
府
市

林
田　

匡
史  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

井　
　

嘉
輝  

様  

千
葉
県
千
葉
市

兒
玉　

修
一  

様  

福
岡
県
福
岡
市

土
屋
て
い
子  

様  

埼
玉
県
春
日
部
市

小
林　

一
郎  

様  

東
京
都
港
区

髙
村
三
恵
子  

様  

東
京
都
杉
並
区

　
南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

𣜜
原　

瑞
枝　

様　

菊
池
市

志
賀　
　

希　

様　

黒　

川

　
皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
つ

に
ち

く
ま
の
ざ
じ
ん
じ
ゃ

く
ま
の
ざ
じ
ん
じ
ゃ

な
か
ば
る
が
く
ほ
う
の
う

な
か
ば
る
が
く
ほ
う
の
う

き

お
い
し
い
ラ
ヨ
か
？

お
い
し
い
ラ
ヨ
か
？

熊
野
座
神
社
の

中
原
楽
奉
納
に

来
た
ん
ラ
ヨ
!!

熊
野
座
神
社
の

中
原
楽
奉
納
に

来
た
ん
ラ
ヨ
!!

９
月
18
日
ラ
ヨ

!!

９
月
18
日
ラ
ヨ

!!

と
こ
ろ
で
、

中
原
楽
っ
て

何
ラ
ヨ

？

と
こ
ろ
で
、

中
原
楽
っ
て

何
ラ
ヨ

？

こ
と
し
は

私
も
参
加

す
る
の

こ
と
し
は

私
も
参
加

す
る
の

 

気
合
い
が

高
ま
る
わ
!!

 

気
合
い
が

高
ま
る
わ
!!

う
わ
～

上
手
ラ
ヨ

ね
～

う
わ
～

上
手
ラ
ヨ

ね
～

あ
あ
っ

棒
を
持
っ
た
ら

豹
変
し
た
ラ
ヨ

あ
あ
っ

棒
を
持
っ
た
ら

豹
変
し
た
ラ
ヨ

豊
作
を
感
謝
し
て

神
様
に
披
露
す
る

踊
り
の
こ
と
よ

豊
作
を
感
謝
し
て

神
様
に
披
露
す
る

踊
り
の
こ
と
よ

な
か
ば
る
が
く

な
ん

わ
た
し

さ
ん
か

き

　あ

た
か

ぼ
う

ひ
ょ
う
へ
ん

も

じ
ょ
う
ず

ほ
う
さ
く

か
み
さ
ま

お
ど

ひ
ろ
う

か
ん
し
ゃ

ム
キ

ー
ッ
!!

ム
キ

ー
ッ
!!

神
前
で
乱
暴
と
は
…

神
前
で
乱
暴
と
は
…
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9/
10木

11 金 高齢者健康づくり教室　14：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　湯夢プラザ

12 土
各小学校運動会　各小学校グラウンドにて
りんどうヶ丘・市原　8：30～
　　　　　　　中原　9：00～　入場行進

13 日

14 月 高齢者ミニデイサービス　9：30～　瓜上公民館

15 火

16 水

17 木 １歳６ヶ月児健診　13：00～13：15受付
　　　　　　　　　　　　　　　　開発センター

18 金 熊野座神社大祭　9：00～　中原　熊野座神社境内           
さくら荘ミニデイサービス　13：30～　さくら荘

19 土

20 日 吉原神社大祭　16：00～　吉原神社境内

21 月

敬老の日
秋の全国交通安全運動（～30日）
第８回  「きらきら健康ウォーキング2015」
　要申込：9月15日まで
　申込先：南小国町社会福祉協議会
　コース：管理センター～脇戸～肥後銀行小国支店

22 火
国民の休日

押戸石の丘３周年＆世界ジオパーク認定１周年記
念祭　10：30～　押戸石の丘　※参照２ページ

23 水 秋分の日

24 木
きよら元気クラブ   9：30～11：30　元気プラザ中原
　　　　　　　　 13：30～15：30　管理センター
認知症カフェ「ひとよこい」 13：00～15：00
　　　　　　　　　　　小国調剤薬局横旧院長宅

25 金
定期法律相談　13：30～　役場議長室
高齢者健康づくり教室　14：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　湯夢プラザ

26 土 市原保育園運動会　8：45～
役場庁舎落成式　10：00～　新庁舎内

27 日
晴ればれりんどうボランティアの日
　　　　　　　　8：00～11：00　会場：りんどう荘
　要申込　申込先：りんどう荘

28 月

29 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ）  参加費100円

30 水
交通事故死ゼロを目指す日
第３期　固定資産税納期限
第４期　国民健康保険税納期限

10/
1木 高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯夢プラザ

１歳児健診　13：00～13：15受付　管理センター

2 金
出張年金相談※要予約
　　　　　　10：00～15：00　小国町開発センター
　申込先：熊本東年金事務所　☎096-367-2503

3 土 黒川温泉感謝祭　15：00～

4 日 くまもと地域元気な村  in  小国郷　11：00～15：00
　　　　　　　　　　　　　　小国町ケヤキ広場

5 月

6 火

7 水 高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原公民館
乳児健診　13：00～13：15受付　開発センター

8 木 認知症カフェ「ひとよこい」 13：00～15：00
　　　　　　　　　　　小国調剤薬局横旧院長宅

9 金 高齢者健康づくり教室　14：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　湯夢プラザ

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー ９月・10月
平成 27 年

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

7
／
16
生　

坂
野
悠ゆ
う
じ
ろ
う

次
郎
く
ん

　
（
父
）一
久･

（
母
）明
子　
　

黒
　
川

7
／
21
生　

橋
本　

燈と
う
り璃

く
ん

　
（
父
）潤
一･

（
母
）恵
美　
　

志
賀
瀬

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

7
／
23
　
髙
原　
純
子（
77
）地
蔵
原

8
／
12
　
佐
藤
八
千
代（
84
）扇　

下

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（7月31日現在）

　男　　2,005人
（＋２）

　女　　2,288人
（＋２）

　計　　4,293人
（＋４）

世帯数　1,771世
帯

（－２）
※（ ）は前月比

【広報８月号の訂正とお詫び】
　24ページに掲載した「ふる
さと寄附金ご寄附のお礼」に
誤りがありました。
●「辻　功兵様　庫県　神戸
市」と紹介しましたが、
正しくは
　「辻　功様　兵庫県　神戸
市」でした。
　辻　功様及び読者の皆様に
ご迷惑をおかけしましたこと
を深くお詫び申し上げます。
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8月
生まれ
希望者
のみ
掲載橋本　絢子 ちゃん

あやあや ここ

26.8.3生

　（父）大志さん

　（母）悠子さん

あやちゃんが生まれて家の中が賑や
かになりました！これからも、秀大お
兄ちゃんと仲良く元気に育ってね !!

鬼山

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

　７月27日（月）に南小国町役場退職者会（会
長　齊藤康之さんほか会員41人）の皆さんから、
役場新庁舎の完成に合わせテレビの寄贈があり
ました。
　テレビは 58 インチと大きなサイズで、現在役
場新庁舎の町民ラウンジに設置されています。
役場へ来庁された人は自由に視聴することができ
ます。
　町民ラウンジは現在の庁舎入口から入ってすぐ
の左側にあり、来庁された人が座ってゆっくりく
つろげる空間となっています。

役場退職者会の皆さんよりテレビの寄贈

くつろぎの空間へのおくりもの

　徳山大学に在学中の佐竹春南さん（杉田下）
が、５月15日～ 17日に開催された、中国四国
学生陸上競技対校選手権大会に出場し、七種競
技では大会新記録・中四国学生新記録という輝
かしい成績を残しました。
　８月 13 日（木）に役場町長室を訪れ、髙橋町
長に大会の成績と次の大会への出場の報告を行
いました。「大学陸上生活の集大成となる大会で
す。大舞台で高いレベルの方々と競う事になりま
すが、しっかりと自分の持っている力を出しきり、
入賞を目指したいと思います」と意気込みを聞
かせてくれました。
　佐竹さんは、９月 11 日から大阪で行われる、
天皇賜盃第 84 回日本学生陸競技対校選手権大
会（100ｍハードル・七種競技）に出場します。

佐竹春南さんが大会成績報告

大会新記録・中四国学生新記録!!
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